
取り組みの課題 

③３年以内の離職者に対する

就労環境の改善推進(働き方改革)について 

資料５－③ 



平成３１年３月から適用する公共工事設計労務単価
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◇平成３１年３月から適用する公共工事設計労務単価は、前回改定と比較し全国平均で３．３％の増
北陸３県（新潟県、富山県、石川県）においては平均で４．９％の増。

※平成23年度から「屋根ふき工」を除く ※平成27年度は「屋根ふき工、石工、ブロック工、さく岩工、タイル工、建具工、建築ブロック工」を除く
※平成29年度から「石工（富山県、石川県）、「山林砂防工（新潟県）」、「ブロック工、屋根ふき工、タイル工、建築ブロック工」を除く

［全国全職種単純平均 ２４，４４４円（対前年度比 ＋３．３％増 ７８３円増）］
北陸３県（全職種単純平均）

新潟県 ２５，０５４円（対前年度比 ＋５．０％増 １，１９１円増）
富山県 ２５，６９３円（対前年度比 ＋５．０％増 １，２２６円増）
石川県 ２５，６３０円（対前年度比 ＋４．８％増 １，１７０円増）

［３県平均 ２５，４５９円（対前年度比 ＋４．９％増 １，１９６円増）］ ※北陸地方整備局計算値

公表を開始した平成９年度以降で最高値

７年連続で引き上げ



○ 週休２日対象工事の適用を拡大し、働き方改革を推進
○ 週休２日の取得に取り組む企業を拡大するため、労務費、機械経費（賃料）、共通仮設費、現場管理費につい

て、現場閉所の状況に応じて補正係数を乗じ、必要経費を計上
○ また、発注者指定方式の試行を新規に取り組み、施工条件確認部会・工程調整部会の原則開催及び工程共

有強化型の試行を継続

建設現場における週休２日 取り組み状況

■週休２日モデル工事の取り組み状況（７月末時点 契約件数ベース） ※協議中の工事を除く

60件
102件

希望する

希望しない
希望率37％

H29年度

273件198件

希望する

希望しない

H30年度（7月末時点）

（件）

希望率58％
2１％ＵＰ

H29年度版運用 H30年度版運用
標準型 154（54） 443（250）

工程共有強化型  8（6）  11（6）
162（60） 454（256）

発注者指定方式 標準型 － 17（17） H30年度 新規
162（60） 471（273）

37% 58%

合　 計
希望率

※上表の数字は、協議中の工事を除く

R1.7末時点
契約件数（希望件数）

受注者希望方式

 小計
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【目的】
建設業の担い手の確保・育成のため、表彰により、若手技術
者のモチベーションアップを期待するとともに、表彰を通じて
、技術者の技術力の向上をサポートするため、北陸地方整備局
所管の工事施工や業務成果において、秀でた若手技術者を表彰
しています。

【表彰者】
平成３０年度は、平成２９年度に､完成した工事７３７件から

、４０才以下を対象として現場代理人６名と監理技術者４名、
業務９５２件から、４５才以下を対象として管理技術者５名の
計１５名を選定し、平成３０年１２月５日に表彰式典を挙行ま
した。

平成29年度完成業務 技術者年齢分析（管理(主任)技術者）平成29年度完成工事 技術者年齢分析（監理（主任）技術者、現場代理人）

○北陸・若手技術者賞の受賞は、１技術者、１回限り（また、過去も含め、優良工事（業務）技術者は対象外）
○選定は、「現場代理人」、「監理（主任）技術者」、「管理技術者」において各々５名程度を目安に、年齢、成績等
を総合的にみて決定

○優良工事表彰、安全優良受注者表彰等の選定作業を活用することにより、業務負担を軽減。 3

参考：受賞した若手技術者の年齢
現場代理人 29～37歳（平均34歳）
監理（主任）技術者 35～40歳（平均38歳）
管理（主任）技術者 36～44歳（平均41歳）

若手技術者の育成（若手技術者表彰）



i-Construction ～建設現場の生産性向上～

ＩＣＴの全面的な活用（ＩＣＴ土工）
全体最適の導入

（コンクリート工の規格の標準化等）
施工時期の平準化

・閑散期に工事が動くように平準化

・資機材・人材の効率的な活用
・労働環境の改善

非効率な現場毎の一品設計・生産

全体の最適化を目指し規格を標準化
・部材の工場製作

３次元ﾃﾞｰﾀ化による効率化

◆求める先の目的 ① 経営環境の改善
② 賃金水準の向上

③ 安定した休暇の取得
④ 安全な現場

測量 設計 施工

検査管理

ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ トップランナー施策
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ＩＣＴ活用工事（土工）の状況

【地整全体】ＩＣＴ土工実施状況（件） 【地整全体】ＩＣＴ土工関係実施状況 【参考】自治体のＩＣＴ土工実施状況
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H29年度 H30年度 計
新潟県 19 26 45

富山県 2 9 11

石川県 15 33 48

新潟市 3 1 4

合計 39 64 108

【富山県】ＩＣＴ土工実施状況 【石川県】ＩＣＴ土工実施状況

○ ＩＣＴ活用工事とは、建設現場における生産性の向上を目的に、調査・設計から施工・検査の全てのプロセスにおいて
ＩＣＴを全面的に活用するもの

○ 北陸地方整備局では平成２９年 ６１件、平成３０年 ９7件のＩＣＴ土工工事を実施（令和元年7月末現在）
○ 自治体においても平成２９年度３９件、平成３０年度６４件で実施（令和元年7月末現在）
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対象数 1 3
実施数 1 3
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実施数 61 97

ICT河川
浚渫工

（H30年度～）

契約後希望 － 1

契約後希望　実施数
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（契約後希望工事含む）
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発注者指定型

施工者希望Ⅰ型

施工者希望Ⅱ型

合計




